
第 ５ 章　 非インタ ーネット利 用者動向　 ドパソコン通信ｻｰ ﾋﾞｽ利用が激減

資 料1-5-1　 パソ コン 通信 サ ービ ス利 用有 無(1997-1998 年）
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資 料1-5-2　 イン タ ーネット の 認知 度(1997-1998 年 ）
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1 -5-1　非インタ ーネット利 用者のパソコン 通信サービ ス利用有無　　 ットヘ の 接 続 サ ービ スを セ ー ルス の 前 面に 押 し 出 し たこ と もあ

り 、 ネット ワー クサ ービ スとい え ば、 パソコ ン通 信で な く イン タ

「 非 イン ター ネット 利川 社の利Jl」意向､凋査」 では 、昨 年に引 き　　 ー ネットとい う時 代 に突 人し た といえ る、

続 き「 イン ター ネット 淬及率､凋査」 で 現 在 イン ター ネットを 利Jl」　　　昨 年こ こで 孤 察し た ように 、 まさ に非 イ ンタ ー ネット 利川 名･の

して い な い と 答 え た パ ソコ ン所 有 既帯 か ら1,000111ン;iyを 抽 出し 、　 パソコ ン通1,1サ ービ ス利 川占･が イン ター ネット利 川 名･の潜 在 需 要

郵送 調 介で さらに 詳し く 今後の イン ター ネット の利Jlj心向 に 関し　　 Ｍで あっ たこ とが 火付け ら れた結 果 といえ よう。

て 聞くこ とを､式みた、 そ の 結 米、543 人か ら有 効1111答 を得 るこ と

がで きた、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1-5-2 非 イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 者 の イ ン タ ー ネ ッ ト の 認 知 度

はじめ に イン ター ネット は 利川し てい ない が 、 パソコ ン通 信サ

ービ スを利 川して い るか どう かを 闘い た｡　　　　　　　　　　　　　　1111 答 占･が パソコ ンユ ー ザーで あ る という 前提 の ため に令 体に イ

こ の結 米、 パソ コ ン辿信 の 利JI」は 令 体の12.9°oを占 め たI　こ れを　　 ンタ ー ネット に対 す る 認知 度 はI･､･4く なっ てい る 。「か な り よく 知

昨 年の利 川 有無 と比べ る とｔ 分以 ドに 激減 してい るこ とが 明ら か　　 って い る」 と 「 まあ 知っ てい る 」レ ベ ルの1111答 者の 合 計 は67.4%

であ る 、 イン ター ネット利 川 占･の急 激 な増 力||と 比べ てみ れば わか　　 にll り、 昨 年とほ ぽ同 等で ある。 一方の「 ほと ん ど知 らない 」 も

る よう にこ の1 年 間で パソ コ ン通 信サ ービ スか ら イン ター ネッ ト　　 令体 の6.3% に 過 ぎない｡、

へ の利川 の 移行が急 速に 進ん だこ とが その 人 きな 要閥 と考えら れ　　　 こ れら の 傾向 が 昨 年 と 比べ て ほ と ん ど 変 わ ら ない 点 につ い て

る、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 は、 パ ソコ ンユ ーザ ーに とって イン ター ネット とい う もの に対す

従 来の パ ソコ ン通 信サ ービ ス提 供 会社がｰ 昨 年 来、 イン ター ネ　　 る 認知が昨 年 のこ の調 査の段 階 で すで によ く知 ら れた もの として
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非利用者（パソコンユーザー）のインターネット利用意向は約8割

資料1-5-3　インターネットの利用意向(1997-1998 年）
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資 料1-5-4　 イ ン タ ー ネ ッ ト 今 後 の 浸 透 予 測　 Ｎ＝502
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釧III第3･冫で 触れ てい る 、 個 人の　一般 利川 名-と非 利 川 者が 最 も 呎

なる の はこ こで5 位 に 挙げ ら れ た「 仕I川ことっ て 必 要 な情 報メデ

ィア に なる」〔 イン ター ネット 利 川 者- 般19.4% 〕 と2 位 に 挙げ ら

れ た［ テレ ビ や新|亂 雑 誌に 収っ て 代 わ る楠 徹 メデ ィア と なる］

（ イン ター ネット 利川 者 一般6.9 °o)の2 つ で あ る。 後 者で は 非 利

川 名･の イ ン ター ネ ット に対 す る 大 きな 期 待 感が あ ら わ れてお り 、

昨年 に比 べて もこ の 順位 は変 わ らない 、 前名‘に 対す る 認識 の相 違

は実 際の 利川 行で あ る イン ター ネット利 川 者の 現実 感 と開 きが 出

た結 米であ る 一

淋 在利 用 名･と 見ら れる この 川 答者 川で 、 現 在のマ スメデ ィアと

肩を 並べ る以ll の認 識を さ れて いる 点 は相 変 わら ず 興味深 い。 非

利 用 者が 現 在の イ ン ター ネット の情 報 メデ ィアと して の価 値 を過

人 評価し てい る 叮能性 は あ るが 、現 在最 も イン ター ネット 利 肝 行

(矢野きよみ・アクセス メディア

インターナショナル株式会社)

イン ターネット白書'981

行 き渡っ てい た ため と考え ら れる、

1-5-3　 非 イ ンタ ーネ ット 利 用 者 の イン タ ー ネ ット の 利 用意 向

非 利川 名･の う ちイ ン ター ネット を 認知し てい る1111答者にそ の利

川 意向 を 聞い た ところ ［ ぜ ひ 利川 し たい ］ ＋ ｙまあ 利川 し たい_

の 利JI」派が 全 体の79.1％を 占め た。 一 方 の 「あ まり利 川 し たく な

い」 ＋「全 く利川 し たく ない」 の非 利 川 派は15.１００と なって いる 、

こ れを時 系列 で みる と、利 川 派 （1997 年81.9%) 、非 利Jlj派 （1997

年15.1％） とも 大 きな変 化 は なく 、 表JM 的 な イ ンタ ー ネット ブ ー

ムが 去っ た とはい え、 相 変わ らず パ ソコ ンユ ーザ ーにお い ては イ

ンター ネット の利 川 意向が 根 強いこ とが わか る｡、

1-5-4 非インターネット利用者のインターネット今後の浸透予測　　 に近い滞在JMの期待を火切らないような発艇が今後も望まれる、

非利用者のうちインターネットを認知している1日限 者に今後の

浸透自則について聞いたところ､昨年とほぼ回し傾向が見られた、



http://IWParchives.jp/
mailto:iwp-info@impress.co.jp

	iwp1998-p058 3
	iwp1998-p058 4



